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１ 開  会  

（午前１０時開会） 

【司会】  皆様、おはようございます。 

 審議会の開催に当たりまして、事務局から御協力のお願いを申し上げま

す。 

 携帯電話はマナーモードに設定していただきますよう、お願いします。 

 次に、報道関係の皆様へのお願いです。本審議会の取材につきましては、

開会後５分間はフリーで撮影していただいて結構ですが、その後は審議の

妨げにならない範囲で取材していただきますようお願いします。 

 また、傍聴の皆様におかれましては、先にお配りしております傍聴要領

をお守りいただき、審議会開会中は御静粛にお願いします。 

 大変お待たせしました。それでは、定刻となりましたので、只今から平

成２９年度第１回大阪府都市計画審議会を開催いたします。 

 委員の皆様におかれましては、大変お忙しい中、お集まりいただきまし

て、誠にありがとうございます。 

 私は、本日の司会を務めます、都市計画室計画推進課の奥林と申します。

どうぞよろしくお願いします。 

 本審議会の定員は３０名ですが、本日は、就任手続中の委員を除く２９

名の中で２４名の委員の方に出席いただく予定になっております。まだ来

られていない委員さんがいらっしゃいますが、欠席の連絡が入っておりま

せんので、遅れて来られると思われます。 

 本日の審議会は、大阪府都市計画審議会条例第５条第２項の規定により、

定足数を満たし、有効に成立していることを報告します。 

 なお、弁護士の中川委員におかれましては、本日欠席の予定でしたが、

御都合をつけていただき御出席いただいております。お配りしております



平成２９年度第１回大阪府都市計画審議会会議録 

 

－2－ 

配席表の修正が間に合わず、お名前の記載がないことをこの場で御報告す

るとともに、お詫び申し上げます。 

 また、本審議会は公開で行います。御承知おきいただきますよう、お願

いします。 

 それでは、審議会の開会に当たり、都市整備部長から御挨拶を申し上げ

ます。 

【井出都市整備部長】  都市整備部長の井出でございます。 

 大阪府都市計画審議会の開催に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、御出席を賜り、誠に

ありがとうございます。また、日ごろから都市計画をはじめ、都市整備行

政の推進に格別の御協力、御指導を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 大阪府では、都市インフラの適切な整備並びに維持管理を通じ、大阪・

関西の成長と府民の安全・安心の確保に取り組んでおります。 

 まちづくりにおきましては、箕面森町の整備、さらには幹線道路沿道・

鉄道沿線のまちづくりを促進することにより、大阪・関西の成長につなげ

てまいります。そのためにも、まちづくりの基本となる都市計画は、都市

の健全な発展と秩序ある整備を図るために重要であり、府内市町村をはじ

め、関係者の皆様の御協力を賜りながら、着実に取り組んでいるところで

ございます。 

 現在、大阪府では、成長の大きなインパクトとなる、２０２５年国際博

覧会の誘致を目指しております。子どもからお年寄りまで誰もが生き生き

と暮らせる健康で豊かな社会を大阪・関西から実現し、世界に広めていく

ことが、私たちが目指す２０２５年の万博の姿です。今年の秋には、いよ

いよ開催地が決定されます。来月には、ＢＩＥの視察も予定されておりま

す。皆様とともに、オールジャパンで誘致を勝取りたいと存じますので、
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応援のほうよろしくお願いいたします。 

 本日は、北部大阪都市計画区域区分の変更など１７件について御審議い

ただくこととなっております。委員の皆様方には、忌憚のない御意見を賜

りますようお願い申し上げまして、甚だ簡単ではございますけれども、挨

拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【司会】  ありがとうございました。 

 続きまして、本日御出席いただいております委員の皆様を御紹介します。 

 初めに、学識経験者の委員の方々を御紹介いたします。 

 塚口委員でございます。 

【塚口 会長】  塚口でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【司会】  澤木委員でございます。 

【澤木 委員】  澤木でございます。よろしくお願いします。 

【司会】  加我委員でございます。 

【加我 委員】  加我でございます。よろしくお願いします。 

【司会】  嘉名委員でございます。 

【嘉名 委員】  嘉名でございます。よろしくお願いします。 

【司会】  滋野委員でございます。 

【滋野 委員】  滋野でございます。よろしくお願いいたします。 

【司会】  中谷委員でございます。 

【中谷 委員】  中谷でございます。よろしくお願いします。 

【司会】  古谷委員でございます。 

【古谷 委員】  古谷でございます。よろしくお願いいたします。 

【司会】  中川委員でございます。 

【中川 委員】  中川です。よろしくお願いいたします。 

【司会】  続きまして、府議会議員の委員の方々を御紹介します。 



平成２９年度第１回大阪府都市計画審議会会議録 

 

－4－ 

 坂上委員でございます。 

【坂上 委員】  おはようございます。よろしくお願いします。 

【司会】  中川委員でございます。 

【中川 委員】  おはようございます。よろしくお願いします。 

【司会】  田中委員でございます。 

【田中 委員】  よろしくお願いします。 

【司会】  吉田委員でございます。 

【吉田 委員】  おはようございます。よろしくお願い申し上げます。 

【司会】  中野委員でございます。 

【中野 委員】  中野です。よろしくお願いします。 

【司会】  山下委員でございます。 

【山下 委員】  山下です。よろしくお願いします。 

【司会】  続きまして、大阪府市長会会長、阪口委員でございます。 

【阪口 委員】  お世話になります。よろしくお願いします。 

【司会】  大阪府町村長会会長、松本委員でございます。 

【松本 委員】  よろしくお願いします。 

【司会】  大阪府市議会議長会会長、本日は代理で御出席いただいてい

ます、副会長、藤浦委員でございます。 

【藤浦 委員】  よろしくお願いいたします。 

【司会】  大阪府町村議長会会長、川嶋委員でございます。 

【川嶋 委員】 よろしくお願いいたします。 

【司会】  大阪市長代理の川田委員でございます。 

【川田 委員】  よろしくお願いします。 

【司会】  大阪市会議長、山下委員でございます。 

【山下 委員】  よろしくお願いします。 
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【司会】  近畿農政局長代理の蔵本委員でございます。 

【蔵本 委員】  よろしくお願いいたします。 

【司会】  近畿地方整備局長代理の松田委員でございます。 

【松田 委員】  よろしくお願いいたします。 

【司会】  近畿運輸局長代理の上畑委員でございます。 

【上畑 委員】  上畑でございます。どうぞよろしくお願いします。 

【司会】  続きまして、本日は、臨時委員２名の方に御出席いただいて

おりますので、御紹介します。 

 議第４２３号議案に関連して、交野市長、黒田委員でございます。 

【黒田 委員】  おはようございます。よろしくお願いします。 

【司会】  議第４３６号議案に関連して、熊取町副町長、中尾委員でご

ざいます。 

【中尾 委員】  よろしくお願いします。 

【司会】  御紹介は以上でございます。よろしくお願いします。 

 なお、本日、別件の公務が重なったことにより途中退席される委員の方

がいらっしゃいますので、あらかじめ御了承願います。 

 それでは、審議に先立ちまして、お配りしている資料の確認をさせてい

ただきます。お手元の配付資料一覧をご覧ください。 

 ①配付資料一覧及び委員配席表。両面刷りになっております。 

 ②大阪府都市計画審議会条例及び規則。 

 ③議題及び付議案件一覧並びに委員名簿及び幹事名簿、これが両面にな

っております。 

 ④資料１、審議会議案書。 

 ⑤資料２、審議会資料。 

 ⑥資料３－１、平成２９年度第２回都市計画公聴会の公述人の意見に対
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する大阪府の考え方（高槻市）。 

 ⑦資料３－２、北部大阪都市計画区域区分の変更（高槻市）に対する意

見書の要旨と大阪府の見解。 

 ⑧資料４－１、平成２９年度第２回都市計画公聴会の公述人の意見に対

する大阪府の考え方（交野市・枚方市）。 

 ⑨資料４－２、東部大阪都市計画区域区分の変更（交野市・枚方市）に

対する意見書の要旨と大阪府の見解。 

 ⑩資料５－１、平成２９年度第１回都市計画公聴会の公述人の意見に対

する大阪府の考え方（熊取町）。 

 ⑪資料５－２、南部大阪都市計画道路の変更（熊取町）に対する意見書

の要旨と大阪府の見解。 

 ⑫資料６、平成２９年度第１回大阪府都市計画公聴会速記録。 

 ⑬資料７、平成２９年度第２回大阪府都市計画公聴会速記録。 

 ⑭資料８－１、第８回市街化区域及び市街化調整区域の区域区分変更に

ついての基本方針（案）。 

 ⑮資料８－２、第８回市街化区域及び市街化調整区域の区域区分変更に

ついての基本方針（案の概要）。 

 ⑯資料９、都市計画公園のあり方について（中間報告）。 

 以上、資料は１６点ございます。 

 なお、委員及び幹事の皆様には、議案説明時のパワーポイントの表示画

面を議案ごとにまとめた補助資料も、お手元に配付しております。 

 漏れている資料はございませんでしょうか。ありましたら、お知らせい

ただけたらと思います。大丈夫でございますか。 

 それでは、本年度は学識経験者の委員改選がございました。 

 大阪府都市計画審議会条例第４条第１項の規定により、学識経験者委員
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の中から会長を選出することにしております。委員全員の同意を得まして、

塚口委員を会長に選出していただいております。また、大阪府都市計画審

議会条例第４条第３項の規定によりまして、塚口会長より澤木委員を職務

代理者として指名し、御承諾を得ておりますことをこの場で改めて御報告

いたします。 

 それでは、大阪府都市計画審議会条例第５条第１項において、会長が当

会議の議長となると定められておりますので、塚口会長に議事進行をお願

いしたいと思います。 

 塚口会長、よろしくお願いします 

【塚口 会長】  改めまして、塚口でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 このたび委員の皆様方から御推挙いただきまして、会長職を務めさせて

いただきたいと思います。不慣れではございますが、皆様方の御協力を得

まして、審議会を円滑に進めてまいりたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いします。 

 それでは、只今から、平成２９年度第１回大阪府都市計画審議会の議事

に入ります。 

 今回、御審議いただきます案件は、あらかじめ皆様のお手元にお届けい

たしました議案書のとおりでございまして、北部大阪都市計画区域区分の

変更を含む１７議案でございます。 

 最初に御審議いただきますのは、議第４２２号でございます。その内容

について幹事に説明をさせます。 
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２ 議第４２２号「北部大阪都市計画区域区分の変更」について 

 

【幹事 高岡計画推進課長】  都市計画室計画推進課長の高岡でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案について、御説明させていただきます。 

 議第４２２号「北部大阪都市計画区域区分の変更」について、御説明い

たします。 

 資料１、議案書の１ページから３ページ、資料２、議案書資料の１ペー

ジから３ページでございます。 

 まず、区域区分の変更、いわゆる市街化区域及び市街化調整区域の変更

について、御説明いたします。 

 大阪府では、おおむね５年に一度、府内一斉の見直しを実施しておりま

して、平成２７年度の本審議会において第７回目の一斉見直しについて御

承認いただき、平成２８年３月末に告示したところでございます。 

 この一斉見直し時において、今後５年以内に事業実施が見込まれる地区

の位置を保留区域として都市計画区域マスタープランに位置づけておりま

す。保留区域は、計画的な開発事業や土地利用の計画が明確になった時点

で都市計画の手続を進め、市街化区域に編入することができます。 

 北部大阪都市計画区域においては、４地区を保留区域として位置づけて

おります。今回、高槻市の成合南地区において、土地利用の計画が明確に

なり、土地区画整理事業や地区計画の決定が確実となったことから、市街

化区域へ編入するものでございます。 

 成合南地区の位置ですが、国道１７１号、ＪＲ京都線、阪急京都線より

北側、高槻市役所、ＪＲ高槻駅、阪急高槻市駅から北東約２キロメートル

に位置している市街化調整区域でございます。地区の南側には名神高速道
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路があり、地区の中央から北側にかけて名神高速道路と新名神高速道路の

ジャンクション及びインターチェンジが昨年１２月に建設され、兵庫県川

西インターチェンジまで開通したところでございます。 

 府のマスタープランにおいては、主要な幹線道路沿道における産業系土

地利用を誘導する区域について、土地区画整理事業や地区計画の都市計画

が定められるものについては、市街化区域へ編入するとしております。 

 市のマスタープランの位置づけとしては、高槻インターチェンジ周辺エ

リアを広域交流拠点として位置づけており、企業進出を積極的に図るとし

ております。また、産業立地の促進や土地区画整理事業の実施による計画

的なまちづくりを進める場合、市街化区域への編入を検討するとしており

ます。 

 地区の現況及び周辺について、御説明いたします。 

 現在の土地利用としては、農地が大半を占め、住宅や病院、業務施設が

一部立地しております。地区西側の檜尾川と府道伏見柳谷高槻線を挟んだ

地域は市街化区域となっており、第１種低層住居専用地域などが指定され

ております。また、地区の北側には、市街化調整区域ですが、集落が立地

しております。地区の中央に名神高速道路と新名神高速道路のインターチ

ェンジ及びジャンクションが立地しており、これらの高速道路へ当該地か

らのアクセスが可能となっております。 

 このような立地の中、当該地では、新名神高速道路の建設計画をきっか

けとして、平成１９年ごろより地元での話し合いが始まり、平成２７年に

土地区画整理準備組合が設立され、具体的な土地利用が検討されてきまし

た。 

 当該地の土地利用計画を御説明いたします。 

 北側の集落付近に農地や既存住宅を集約し、その南側に商業施設や複合
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施設を、インターチェンジ付近に物流や製造業といった施設の立地誘導を

行う計画となっております。それらを実現するため、高槻市において、道

路や公園等の基盤を整備する土地区画整理事業の決定や用途地域である準

工業地域の指定、準防火地域の指定、地区計画による制限を行う予定とな

っております。 

 なお、地区計画においては、物流、業務施設等の立地を誘導する区域や

周辺環境と調和する土地利用を誘導する区域を分け、地区の中心に地区施

設として、区画道路を設置する計画となっております。 

 以上のことから、土地利用の計画が明確になり、土地区画整理事業や地

区計画の決定が確実となったことから、土地区画整理事業の区域や地区計

画の区域を勘案した上で、成合南の区域、約13ヘクタールを今回、市街化

区域へ編入するものでございます。 

 なお、この変更により、北部大阪の保留人口は、１，４００人から１，

３００人に変更となります。 

 区域区分の変更に関連して、高槻市が決定する都市計画につきましては、 

用途地域の変更のほか５件ございます。 

 これらの計画については、本年１月２３日に開催されました高槻市都市

計画審議会において承認されており、区域区分の変更とあわせて告示され

る予定でございます。 

 都市計画の案の作成に当たり、平成２９年８月７日から２週間、公述人

の募集を行いましたところ、公述人が５名ございました。 

 また、平成２９年１１月２０日から２週間、案の縦覧を行いましたとこ

ろ、意見書の提出が５通ございました。 

 公聴会の内容は資料７に、公述の要旨と府の見解は資料３－１に、意見

書の要旨と府の見解は資料３－２に記載しております。 
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 公述の内容と意見書の内容は、同様の趣旨であるため、まとめて御説明

いたします。 

 まず、土地区画整理事業の実施に伴う企業誘致に関する御意見として、

具体的な交通量の増加や施設利用者数などに基づく予測がなされておらず

根拠に乏しい、適切な企業誘致や継続的な発展ができるか疑問という御意

見がございました。 

 これに対する府の見解としては、当該地区における土地区画整理事業は 

組合施行であり、誘致企業などについては、組合において決定されます。

なお、産業系土地利用の誘導が行われるよう、市において、用途地域や地

区計画等が都市計画決定されます。 

 また、住環境に関する御意見として、自然環境の保全により高質な住環

境が維持されてきた、大規模開発により価値が著しく毀損されるという御

意見がございました。 

 これに対する府の見解としては、市において決定される地区計画等によ

り、集落に近い場所に住宅や農地を集約し、区域面積の２０％以上の緑を

創出するなど、住環境に一定の配慮がなされています。 

 また、地区計画に関する御意見として、地区計画の区域の設定理由や検

討内容が不明、自分の土地が地区計画区域に設定される必要性が乏しいと

いう御意見がございました。 

 これに対する府の見解としては、地区計画は高槻市において決定される

ものです。なお、市においては、説明会の開催、都市計画案の縦覧など、

適切に都市計画手続を行っていると認識しています。 

 また、区域内の道路に関する御意見として、道路拡幅及び新設は、速度

超過車両の増加など交通安全環境から問題、自分の土地が資産価値の減少

等の重大な不利益を受けかねないという御意見がございました。 
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 これに対する府の見解としては、土地区画整理事業の実施による道路拡

幅及び新設については、歩車道の分離などの交通安全に配慮されると高槻

市から聞いています。また、減歩などの具体的な内容については、組合に

おいて決定されます。 

 固定資産税に関する御意見がございましたが、これに対する府の見解と

しては、市街化区域と市街化調整区域の区域設定は、税負担の観点から行

うものではありません。 

 また、計画の見直しを求める御意見として、本計画は、適切な根拠や理

由に基づかず、地権者から真の合意形成を得られておらず、公平性にも問

題があることから、計画の見直しを求めるという御意見がございました。 

 これに対する府の見解としては、北部大阪都市計画区域マスタープラン

に基づき、高槻市とは十分に協議を行った上で案を作成しており、市街化

区域へ編入する区域として適切に設定しています。本地区は、高速道路の

インターチェンジ及びジャンクション周辺エリアに位置し、市マスタープ

ランにおいては、市街化区域への編入を検討する地域として位置づけられ

ています。今回、市において地元のまちづくりにあわせた土地区画整理事

業及び地区計画等の都市計画決定を行うことから、その範囲において市街

化区域へ編入することとしています。 

 また、その他の御意見としては、住民の合意形成の熟度の高い状況、多

くの賛成する意見を踏まえ、速やかに市街化区域編入の手続を進めてくだ

さい。多様な土地利用意向の実現には土地区画整理事業が最適、事業化に

不可欠な市街化区域編入に賛成する。名神高速道路の開通など社会情勢の

変化を踏まえ、長年の検討の成果を実現するため都市計画の変更をお願い

したい。土地区画整理事業により、周辺の自然環境に配慮し、持続的な営

農環境の再整備ができる区域区分の変更に賛成するという御意見がござい
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ましたが、これらに対する府の見解としては、区域マスタープランに基づ

き市と十分に協議を行っており、当該地区の区域を市街化区域へ編入する

ことは妥当と考えています。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問はございますでしょうか。 

【吉田 委員】  賛成するのは賛成するのですが、大阪府の立場から見

ると、常に考えていただきたいのは、広域的に次世代について良い環境を

残すことが一番まちづくりの中で大事なことだと思っているのですね。や

っぱり未来予想というか、人口の動態も考えながら、これからやっていく

ことが非常に大事だろうと思うのですよね。そのときに、地方自治体のみ

ならず、例えば商工会議所であるとか、あるいはＪＡさんとか、そういう

ところとの連携をしっかりとやっていただくのと、結局は次世代について

どうかということを力点に置いて考えていく必要があるだろうと思うので

すね。特に、業をなりわいとしている人が儲けを先に立ててやっていくま

ちづくりは、余り良いことはないと思っているのですね。そういうことを

考えると、公益にかなうことをしっかり考えていただきたいというのと、

それから、あとは税収の関係でいくと、これは大阪府全体の問題にもなる

のですが、やはり少しでも税収が上がる形を結果として生んでいく必要が

あるだろうと思いますね。そういったことから今回のことについては、市

さんも、かなり十分な汗をかいていただいていますので、このことについ

ては是としたいと思うのですが、将来的に見たときに、公益の中でどうし

てこの位置づけがされていくのかということは、大阪府としてはしっかり

と見ていただきたいなと思いますね。今ちょうどＪＲの大阪から京都にか

けて随分といろいろなものが動き出していくときですので、余計にそんな
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ことを考えますので、これは意見として言っておきたいと思います。 

【塚口 会長】  ありがとうございました。 

 ほかに御意見、御質問はございますでしょうか。 

 他に御質問、御意見等がないようでございますので、表決に入ります。 

 議第４２２号を原案どおり承認することについて、御異議ございません

でしょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  異議がないようでございますので、可決いたします。 

 次に、御審議いただきますのは議第４２３号でございます。その内容に

ついて、幹事に説明させます。 

 

３ 議第４２３号「東部大阪都市計画区域区分の変更」について 

 

【幹事 高岡計画推進課長】  議第４２３号「東部大阪都市計画区域区

分の変更」について、御説明いたします。 

 資料１、議案書の５ページから７ページ、資料２、議案書資料の５ペー

ジから７ページでございます。 

 東部大阪都市計画区域においては、３地区を保留区域として位置づけて

おります。今回、第二京阪道路沿道地区において土地利用の計画が明確に

なり、土地区画整理事業や地区計画の決定が確実となったことから、交野

市と枚方市にまたがる地域を星田北・星田駅北地区として市街化区域へ編

入するものでございます。 

 星田北・星田駅北地区の位置ですが、第二京阪道路沿道に位置し、ＪＲ

片町線の星田駅から北側に位置している市街化調整区域でございます。当

該地区は、西は寝屋川市と隣接しており、地区の大半が交野市域となって
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おります。地区の北側には府道枚方交野寝屋川線、東側には府道交野久御

山線、南側には府道枚方富田林泉佐野線や私市太秦線が立地しているなど、 

交通利便性が非常に高い地域でございます。 

 府のマスタープランにおいては、鉄道駅等への徒歩圏の区域における住

宅系土地利用を誘導する区域や主要な幹線道路沿道における産業系土地利

用を誘導する区域について、土地区画整理事業や地区計画の都市計画を定

められるものについては、市街化区域へ編入するとしております。また、

第二京阪道路建設に伴い、国、府、沿線５市等で平成２１年度に策定した

第二京阪道路沿道まちづくりの方針において、製造業や大型商業施設、流

通業務施設の立地を中心としたゾーニングを設定し、地区計画を活用する

など、計画的な土地利用を目指すとしております。 

 交野市のマスタープランの位置づけとしては、田園活力にぎわい創造ゾ

ーンとして位置づけられており、土地所有者による計画的なまちづくりの

取り組みの推進や面的整備の導入など、計画的な市街地形成を図ると位置

づけられております。 

 また、枚方市のマスタープランにおいては、第二京阪道路沿道は、営農

環境との調整を図りながら、産業立地を中心とした計画的な土地利用を図

ると位置づけられております。 

 地区の現況及び周辺について、御説明いたします。 

 現在の土地利用としては、農地が大半を占め、地区内には、南北に走る

星田高田線、新香里高田線と２本の道路が存在し、これらの道路沿道に住

宅、飲食店などの沿道サービスや業務施設が多数立地しております。地区

の北東と南側、駅前の住宅地は市街化区域となっており、工業地域や準工

業地域、近隣商業地域や住居系の用途地域などが指定されております。 

 なお、当該地では、北側の星田北・高田地区と南側の星田駅北地区の２
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地区でまちづくりが動いております。星田北・高田地区においては、平成

１７年ごろから地元での話し合いが始まり、平成２７年に土地区画整理準

備組合が設立されています。星田駅北地区においては、平成２１年ごろか

ら地元での話し合いが始まり、平成２８年に土地区画整理準備組合が設立

されています。 

 当該地の土地利用計画を御説明いたします。 

 第二京阪道路沿道には、幹線道路のポテンシャルを生かした工業・流通

施設を誘導し、その周辺に農地や公園、緑地を配置する計画となっていま

す。また、駅周辺では、商業や業務などの複合施設や住宅を誘導する計画

となっております。また、新たに設置する道路沿道に、病院・福祉系施設

や沿道施設を誘導する計画となっております。 

 これらを実現するため、交野市及び枚方市において、道路や公園等の基

盤を整備する土地区画整理事業の決定を行います。また、ＪＲ星田駅に至

る幹線道路や駅前広場を都市計画道路として位置づけます。さらには、第

二京阪道路沿道を準工業地域に指定し、駅前を近隣商業地域に、その他に

住居系用途地域の指定を行います。 

 なお、地区計画は、枚方市側の茄子作高田地区、第二京阪道路沿道の星

田北地区、星田駅前の星田駅北地区において、それぞれ制限や土地利用の

区分けを行います。 

 以上のことから、土地利用の計画が明確になり、土地区画整理事業や地

区計画の決定が確実となったことから、土地区画整理事業の区域や地区計

画の区域を勘案した上で、星田北・星田駅北地区の区域、約49ヘクタール

を今回、市街化区域へ編入するものでございます。 

 なお、この変更により、東部大阪の保留人口は、１０，０００人から８，

２００人に変更となります。 
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 区域区分の変更に関連して各市が決定する都市計画につきましては、交

野市においては、用途地域の変更のほか６件の都市計画がございます。枚

方市においては、用途地域の変更のほか３件の都市計画がございます。 

 これらの計画については、本年１月２４日及び３０日に開催されました

各市の都市計画審議会において、それぞれ承認されており、区域区分の変

更とあわせて告示される予定でございます。 

 都市計画の案の作成に当たり、平成２９年８月７日から２週間、公述人

の募集を行いましたところ、公述人が４名ございました。 

  また、平成２９年１２月４日から２週間、案の縦覧を行いましたところ、

意見書の提出が１３通ございました。 

 公聴会の内容は資料７に、公述の要旨と府の見解は資料４－１に、意見

書の要旨と府の見解は資料４－２に記載しております。 

 公述の内容と意見書の内容は、同様の趣旨であるため、まとめて御説明

いたします。 

 まず、土地区画整理事業の実施見通しに関する御意見でございます。地

区の居住者及び営農者の多くは、いまだ反対している。事業実施の際、強

制的に家を取り壊したり、農地を造成することは不可能であり、市街化区

域へ編入されても事業実施が困難であることから、市街化区域への編入に

反対する。また、組合を設立できても工事の見通しが立たないという御意

見でございます。 

 これらに対する府の見解としては、本地区は、駅周辺及び第二京阪道路

沿道に位置し、市マスタープランにおいて計画的な市街地形成を図る地域

として位置づけられています。今回、市において地元のまちづくりに合わ

せた土地区画整理事業及び地区計画等の都市計画決定を行うことから、そ

の範囲において市街化区域へ編入することとしています。なお、土地区画
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整理事業の実施に向け、準備組合と交野市とで地権者にさらなる御理解を

深めていただくよう取り組むと聞いております。 

 次に、市街化区域へ編入する区域に関する御意見でございます。交野市

の地区計画で示されているＦ・Ｇ地区を市街化区域とすることに反対する。

この地区は、もともと土地区画整理の区域に入っていたが、区域から外れ、 

役員の一部だけが建設費用の負担を免れた。資金の不足は、交野市などの

負担増となる。当該地区の違法建築物は、区域編入により違法状態を覆い

隠すことになるという御意見がございました。 

 これに対する府の見解としては、当該地区においては、交野市が決定す

る土地区画整理事業の区域から外れていますが、現在、府道等の沿道であ

るため市街化が進行しており、市において地区計画等の都市計画決定を行

うことから、その範囲において市街化区域へ編入することとしています。

なお、違反建築物の対応については、特定行政庁と連携し適切に指導等を

行っていくと市から聞いています。 

 次に、道路整備に関する御意見でございます。星田北地区に隣接してい

る地区において、まちづくりを検討している。本地区の南北道路は星田高

田線と新香里高田線しかなく、星田高田線が廃道となれば、将来のまちづ

くり計画にとって甚大な阻害要因となる。また、交野市は星田駅前線の新

道を計画しているが、星田高田線を拡幅整備するほうが公益性等が高く、

コストを大幅に削減できるため、星田高田線を拡幅整備すべきという御意

見でございます。 

 これに対する府の見解としては、都市計画道路の変更は交野市において

決定されるものです。なお、星田駅前線は、ＪＲ星田駅へのアクセス道と

して府道枚方交野寝屋川線まで延伸する計画であることから、隣接する地

区のまちづくりにも有益と考えると市から聞いています。 
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 次に、交野市に関する御意見でございます。交野市は、市民に対する積

極的な情報公開と真摯な説明が必要であり、怠っている市に対して府とし

て指導されたいという御意見でございます。 

 これに対する府の見解としては、市においては、公聴会の開催や案の縦

覧など、適切に都市計画手続を行っていると認識しています。 

 次に、農業に関する御意見でございます。農業をしている方は別の場所

に移され、減歩により面積等が６割になる。移された土地が農業に適して

いるかもわからないという御意見でございます。 

 これに対する府の見解としては、土地区画整理事業の実施においては、

営農希望者の農地を集約し、水路のつけかえや新設を行うなど、営農環境

に配慮された計画となっていると市から聞いています。 

 次に、みどりや治水に関する御意見でございます。開発により緑地の８

０％を破壊しようとしている。農地は建物に対する浸水を防止する。交野

市は万全の対策をとると言うが、都市部で浸水被害が多発しているという

御意見でございます。 

 これに対する府の見解としては、公園や緑地の配置、地区計画による敷

地内緑化の設定により編入面積の２０％の緑地が確保される計画となって

います。なお、市において、下水道の都市計画決定が行われる予定です。 

 次に、誘致施設に関する御意見でございます。物流会社の招致により車

両騒音に悩まされる。大型車両の通行騒音や道路交通上の事故の危険性が

増大するだけで、にぎわいのまちにならない。工場施設でも同様の被害や、

作業内容によっては異臭等のほかの公害が生じる恐れがあるという御意見

でございます。 

 これに対する府の見解としては、市において決定する用途地域や地区計

画により、物流や工場は第二京阪道路沿道に誘導するとともに、周辺環境
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を悪化するおそれがあるような工場は建築できないこととされています。

なお、施設立地の際は、住居エリアへ車両を侵入させないよう交野市から

指導される予定と聞いています。 

 次に、教育施設に関する御意見でございます。多数の世帯誘致が計画さ

れているため、保育所・幼稚園並びに小・中学校の新設が必要となるが、

交野市は対策を講じていないという御意見でございます。 

 これに対する府の見解としては、交野市において、現在、市域全体にお

ける公共施設等の再配置計画が検討されていると聞いています。 

 次に、建築物の規制に関する御意見でございます。調整区域から市街化

区域となることにより建築制限が大幅に緩和されるため、パチンコ屋・風

俗営業等、住環境に望ましくない施設の進出が容易になるという御意見で

ございます。 

 これに対する府の見解としては、市において決定する用途地域や地区計

画により、それらの住環境に望ましくない施設の新たな立地を制限してい

ます。 

 次に、交野市の予算に関する御意見でございます。本開発に３０億円以

上の予算を投じる計画をしているが、交野市が早急に解決すべき待機児童

などの問題がおざなりにされているという御意見でございます。 

 これに対する府の見解としては、市の財政に関する御意見であり、交野

市において検討される問題であると考えています。 

 次に、その他の御意見でございます。市街化区域への編入は、土地区画

整理事業を実施するために必要な都市計画の根本となるものであり、地域

における今日までの取り組み状況等をくんで承認いただきたい。近年、地

区内では資材置き場などが増えており、環境が悪化している。市街化区域

編入にあわせ用途地域や地区計画が定められると、地区内で建てられる建
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築物が制限され、適正な土地利用の誘導が図られることになるため、大い

に期待する。今回の都市計画決定の機会を逸することなく、地権者の悲願

である良好なまちづくりが実現されることを強く望むという御意見がござ

いましたが、これらに対する府の見解としては、区域マスタープランに基

づき市とは十分に協議を行っており、当該地区の区域を市街化区域へ編入

することは妥当と考えています。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今、御説明いただきましたが、１つ、私のほうから

追加で御説明いたします。 

 議第４２３号議案「東部大阪都市計画区域区分の変更」については、地

権者の方から各審議会委員宛てに請願書が送付されております。 

 大阪府では、平成１４年１０月から都市計画の案を作成する前に原則公

聴会を開催し、住民等の意見を聞く機会を設け、公聴会速記録等を委員宛

てに送付しております。 

 また、都市計画法第１７条に基づく縦覧期間中に提出された意見は、そ

の内容を損なうことなく、意見書の要旨として審議会委員の配付資料とし

て提出しており、審議会では、その内容を踏まえ審議することになってい

るため、原則、法定外の意見陳述等を実施しないということになっており

ます。 

 今回の請願書の扱いについては、事務局から相談があり、内容も公述等

に同様の内容が含まれていることも踏まえ、審議会委員には配付しないと

いうことにしております。 

 只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、御意見、御質問は

ございますでしょうか。どうぞ。 

【黒田 委員】  交野市の黒田でございます。 
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 平素は、本市都市計画行政に御指導、御支援を賜りまして、誠にありが

とうございます。 

 また、本日は、地元市といたしまして、ただいま臨時委員の発言機会を

いただきまして、重ねて御礼申し上げます。 

 只今、大阪府より説明いただきました当該地域につきましては、平成２

２年、第二京阪道路の開通に合わせて、地権者である多くの営農者が乱開

発の防止、そして高齢化や後継者不足などについて話し合い、将来に魅力

あるまちを引き継ぐという強い思いを持って、まちづくりに取り組んでこ

られました。市といたしましてもマスタープランに位置づけ、計画的なま

ちづくりを地権者とともに検討してきた結果として、現在、２つの土地区

画整理準備組合ができ、業務代行予定者とともに土地区画整理事業の事業

化に向けた取り組みが進められております。 

 ＪＲ学研都市線の快速停車駅である星田駅から第二京阪国道にかけての

地域は、交通の利便性が高く、都市基盤整備が進めば、若い世代から高齢

者まで幅広い世代の定住だけではなく、企業誘致また雇用創出も十分見込

めるエリアとして、交野市の活力維持、地方創生、ひいては近隣市・府の

活性化に寄与するものと考えております。 

 市といたしましても、この機会を逃すことなく事業の推進、あわせて、

様々な御意見に対しましては、両準備組合と調整を図り、事業に対する理

解を深めていただけるよう、力を合わせて取り組んでまいりたいと考えて

いるところでございます。 

 当該地域のこれまでの経緯、現状、そして将来性につきまして、委員の

皆様方に御理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。ありがと

うございました。 

【塚口 会長】  ありがとうございました。 
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 他に御意見、御質問はございますでしょうか。 

 それでは、特にないようでございますので、表決に入ります。 

 議第４２３号を原案どおり承認することについて御異議ございませんで

しょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  異議がないようですので、原案どおり可決いたします。 

 次に、審議いただきますのは議第４２４号でございます。その内容につ

きまして、幹事に説明させます。 

 

４ 議第４２４号「南部大阪都市計画区域区分の変更」について 

 

【幹事 高岡計画推進課長】  議第４２４号「南部大阪都市計画区域区

分の変更」について、御説明いたします。 

 資料１、議案書の９ページから１１ページ、資料２、議案書資料の９ペ

ージから１１ページでございます。 

 南部大阪都市計画区域においては、１０地区を保留区域として位置づけ

ております。今回、松原市の国道３０９号沿道地区において土地利用の計

画が明確になり、土地区画整理事業や地区計画の決定が確実となったこと

から、新堂３・４丁目地区として市街化区域へ編入するものでございます。 

 新堂３・４丁目地区の位置ですが、国道３０９号の沿道に位置し、近鉄

南大阪線の河内松原駅や高見ノ里駅、松原市役所から南に約１キロメート

ルに位置している市街化調整区域でございます。 

 府のマスタープランにおいては、鉄道駅等への徒歩圏の区域における住

宅系土地利用を誘導する区域や主要な幹線道路沿道における産業系土地利

用を誘導する区域について、土地区画整理事業や地区計画の都市計画を定
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められるものについては、市街化区域へ編入するとしております。 

 市のマスタープランの位置づけとしては、都市型複合拠点地区として位

置づけられており、大規模商業施設などの計画的な立地を促進し、生活の

利便性の向上等に努めるとされています。 

 地区の現況及び周辺について、御説明いたします。 

 現在の土地利用としては、農地が大半を占めておりますが、国道３０９

号沿道や南側道路には、飲食店などの沿道サービス施設や業務施設が立地

しており、区域内には、住宅や資材置き場もみられます。地区の東側と北

側は、市街化区域となっており、第１種住居地域などが指定されています。 

 当該地区では、平成２５年ごろより地元での話し合いが始まり、平成２

９年に土地区画整理準備組合が設立され、具体的な土地利用を検討されて

きました。 

 当該地の土地利用計画を御説明いたします。 

 国道３０９号沿道には、幹線道路のポテンシャルを生かした大区画の商

業施設を誘導し、その東側には、農地や住宅を配置する計画となっており

ます。それらを実現するため、松原市において、道路や公園等の基盤を整

備する土地区画整理事業の決定を行います。 

 また、西側の商業施設を配置する区画では、近隣商業地域を指定し、準

防火地域の指定や地区計画による制限を行う予定となっております。 

 東側の農地や住宅を配置する区画では、後背地と同様の第１種住居地域

を指定する予定となっております。なお、地区計画においては、商業・業

務系の立地を誘導する区域や、周辺住宅と新たな住宅等と共存する区域を

分ける計画となっています。 

 以上、土地利用の計画が明確になり、土地区画整理事業や地区計画の決

定が確実となったことから、土地区画整理事業の区域や地区計画の区域を
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勘案した上で、新堂３・４丁目地区の区域、約１１ヘクタールを今回、市

街化区域へ編入するものであります。 

 なお、この変更により、南部大阪の保留人口は、２，２００人から２，

０００人に変更となります。 

 区域区分の変更に関連して、松原市が決定する都市計画につきましては、 

用途地域の変更のほか５件ございます。 

 これらの計画については、本年１月３１日に開催されました松原市都市

計画審議会において承認されており、区域区分の変更とあわせて告示され

る予定でございます。 

 都市計画の案の作成に当たり、平成２９年８月７日から２週間、公述人

の募集を行いましたところ、公述の申し出はございませんでした 

 また、平成２９年１１月２０日から２週間、案の縦覧を行いましたとこ

ろ、意見書の提出はございませんでした。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問はございますでしょうか。 

 特に御質問等はないようでございますので、表決に入ります。 

 議第４２４号議案を原案どおり承認することについて御異議ございませ

んでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  異議がないようですので、原案どおり可決いたします。 

 次に、審議いただきますのは議第４２５号でございますが、次の議第４

２６号及び議第４２７号と相互に関連する内容でございますので、一括し

て幹事に説明させます。 
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５ 議第４２５号「北部大阪都市計画都市再開発の方針の変更」について 

  議第４２６号「東部大阪都市計画都市再開発の方針の変更」について 

  議第４２７号「南部大阪都市計画都市再開発の方針の変更」について 

 

【幹事  高岡計画推進課長】   議第４２５号から議第４２７号までの

「北部大阪・東部大阪・南部大阪都市計画都市再開発の方針の変更」の３

議案については、一括して御説明いたします。 

 資料１、議案書の１３ページから３６ページ、資料２、議案書資料の１

３ページから４０ページでございます。 

 初めに、都市再開発の方針について、御説明いたします。 

 今回の本方針の変更は、一斉見直しにより変更するものであり、駅前な

どの地域の拠点で、駅前広場、道路等の基盤施設が未整備で十分に都市機

能が発揮されていない地区や、土地の高度利用を図るべき地区、防災上課

題がある地区などにおいて、高度利用や都市機能の更新を図るための取り

組み方針を示すものでございます。 

 本方針においては、計画的な再開発が必要な市街地と計画的な再開発が

必要な市街地のうち、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべ

き相当規模の地区、いわゆる再開発促進地区を定め、それぞれ別表１、別

表２に記載しております。 

 計画的な再開発が必要な市街地においては、地区の概ねの位置、再開発

の目標、土地の合理的かつ健全な高度利用及び都市機能の更新に関する方

針を定め、再開発促進地区においては、地区の区域、整備または開発の計

画の概要を定めることとなっております。 

 策定の効果としては、国及び地方公共団体に事業実施やその他必要な措

置を講ずる努力義務が生じます。さらに、再開発促進地区の指定により、
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事業用資産の買い換え特例や軽減税率などの税制特例の適用などを受ける

ことが可能となります。 

 続きまして、変更内容について、御説明いたします。 

 なお、本案の作成に際しましては、市町村と協議・調整をした上で行っ

ており、変更内容の詳細については、資料２の１３ページから４０ページ

の新旧対照表などをあわせてご覧ください。 

 それでは、北部大阪都市計画区域の変更内容から御説明いたします。 

 現在、青色で示す計画的な再開発が必要な市街地を６地区指定し、赤色

で示す再開発促進地区を４地区指定してございます。 

 今回、計画的な再開発が必要な市街地に千里中央地区と茨木市中心市街

地整備地区を追加し、庄内・豊南町地区と高槻市中心市街地整備地区にお

いて、事業の進捗等に伴い、目標等の変更を行います。 

 再開発促進地区については、阪急茨木市駅西地区を追加し、豊中市の新

千里東町近隣センター地区をはじめ３地区について、事業の進捗等に伴い、

計画の概要を変更いたします。また、ＪＲ高槻駅北東地区については、土

地区画整理事業が完了したことから削除いたします。 

 今回追加する地区について、御説明いたします。 

 計画的な再開発が必要な市街地に追加する豊中市の千里中央地区は、 

千里中央駅を核とする区域で、商業・業務機能の充実等により魅力と活力

にあふれる都市空間の形成を図るため追加いたします。 

 茨木市中心市街地整備地区は、ＪＲ茨木駅、阪急茨木市駅及び市役所機

能等を含む区域で、都市拠点としてふさわしい商業、業務等の機能充実を

図るとともに良好な都市空間の形成を図るため追加し、再開発促進地区と

して、阪急茨木市駅西地区を交通結節点の機能充実、にぎわいの空間の創

出等を図るため指定いたします。 
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 続きまして、東部大阪都市計画区域について、御説明いたします。 

 現在、計画的な再開発が必要な市街地を１３地区指定し、再開発促進地

区を１５地区指定してございます。 

 東部大阪都市計画区域については、地区数が多いことから、北側の６市

から先に御説明いたします。 

 今回の変更で、計画的な再開発が必要な市街地の京阪枚方市駅周辺地区

について、市街地再開発事業等の検討を進めるため、区域の変更を行いま

す。また、枚方市の京阪牧野駅周辺地区を初め６地区で目標等の変更を行

います。 

 再開発促進地区では、枚方市の京阪光善寺駅西地区を追加し、門真市北

部地区で計画の概要の変更を行います。また、京阪牧野駅東地区、京阪香

里園駅東地区及び京阪寝屋川市駅東地区は、市街地再開発事業が完了した

ことから削除いたします。 

 続きまして、東部大阪都市計画区域の南側の４市でございます。 

 計画的な再開発が必要な市街地のＪＲ柏原駅周辺地区においては、区域

の変更を行い、東大阪市北部市街地を初め３地区で、都市計画道路の廃止

等に伴い、区域及び目標等の変更を行います。また、東大阪東南部市街地

で目標等の変更を行います。 

 再開発促進地区では、東大阪市の近鉄長瀬駅周辺地区を初め３地区で、

都市計画道路の廃止に伴い、区域及び目標等を変更し、東大阪市のＪＲ徳

庵駅周辺地区をはじめ６地区で、計画の概要の変更を行います。 

 今回追加する地区について、御説明いたします。 

 再開発促進地区として、枚方市の京阪光善寺駅西地区では、既に京阪光

善寺駅周辺地区を計画的な再開発が必要な市街地として指定しており、今

回、連続立体交差事業にあわせ、高度利用を図りながら都市機能の集積、
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良質な居住環境の形成を図るため追加するものでございます。 

 続きまして、南部大阪都市計画区域について、御説明いたします。 

 現在、計画的な再開発が必要な市街地を８地区、再開発促進地区を５地

区指定してございます。 

 今回の変更で、計画的な再開発が必要な市街地の河内長野駅周辺市街地

とＪＲ和泉府中駅前周辺市街地において、事業の進捗等に伴い、目標等の

変更を行います。 

 再開発促進地区では、河内長野駅前地区で計画の概要の変更を行い、Ｊ

Ｒ和泉府中駅東第一地区を市街地再開発事業の完了に伴い、削除いたしま

す。 

 変更内容についての説明は以上でございます。 

 続きまして、これまでの経過について、御説明いたします。 

 都市計画の案の作成に当たり、平成２９年８月７日から２週間、公述人

の募集を行ったところ、公述の申し出はございませんでした。 

 また、平成２９年１１月１３日から２週間、都市計画法第１７条に基づ

き案の縦覧を行いましたが、意見書の提出はございませんでした。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問はございますでしょうか。 

 特にないようでございますね。 

 意見がないようでございますので、表決に入ります。 

 まずこの３議案について、一括して表決を行うことに御異議はございま

せんでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  御異議がないようでありますので、この３議案につい
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ては一括して表決を行います。 

 議第４２５号、４２６号、４２７号を原案どおり承認することについて

御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  御異議がないようでございますので、原案どおり可決

いたします。 

 次に御審議いただきますのは、議第４２８号でございますが、次の４２

９号及び４３０号と相互に関連する内容でございますので、一括して幹事

に説明をさせます。 

 

６  議第４２８号「北部大阪都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変

更」 

  議第４２９号「東部大阪都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変

更」 

  議第４３０号「南部大阪都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変

更」について 

 

【幹事 高岡計画推進課長】  議第４２８号から４３０号「北部大阪、

東部大阪、南部大阪都市計画 住宅市街地の開発整備の方針の変更」の３

議案については、一括して御説明いたします。 

 資料１、議案書の３７ページから５３ページ、資料２、議案書資料の４

１ページから８３ページでございます。 

 初めに、住宅市街地の開発整備の方針について御説明いたします。 

 今回の本方針の変更は、一斉見直しにより変更するものであり、大都市

地域で住宅及び住宅地の供給を促進し、良好な住宅市街地の開発整備を図
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るための、取り組み方針を示すものでございます。 

 また、本方針の策定に際しては、大都市法により住生活基本計画の重点

供給地域と適合するように定めることとされています。 

 本方針に定める事項として、住宅市街地の開発整備の目標、良好な住宅

市街地の整備又は開発の方針、一体的かつ総合的に良好な住宅市街地を整

備し、又は開発すべき市街化区域等における相当規模の地区いわゆる重点

地区とその重点地区の整備又は開発の計画の概要を定めることとなってお

ります。 

 本方針においては住宅市街地の開発整備の目標及び良好な住宅市街地の

整備又は開発の方針を前文に、重点地区及び当該地区の整備又は開発の計

画の概要を別表に記載しております。 

 本方針を定める効果として、国及び地方公共団体に、都市計画の決定や

事業の実施等に関連して必要となる公共施設の整備、その他必要な措置を

講ずる努力義務が生じます。 

 次に変更内容について、御説明いたします。 

 なお、本案の作成に際しては、市町村と協議・調整をした上で行ってお

り、変更内容の詳細については資料２の４１ページから８３ページの新旧

対照表等をあわせてご覧ください。 

 それでは前文の変更から御説明いたします。 

 前文は、住生活基本計画の基本目標等と整合を図るため、変更をしてお

り、北部大阪、東部大阪及び南部大阪都市計画区域、ともに同一の内容と

なっております。 

 現方針では、安全・安心で居住魅力と活力のある大阪を目標とし、安

全・安心を支える居住の確保を優先し、取り組んできました。近年の人口

構造の変化や都市活力の低下など社会情勢がますます厳しくなることが懸
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念されることを踏まえ、変更案では、多様な人々が住まい、訪れる居住魅

力あふれる都市とすることとし、今までの安全・安心の確保の取り組みに

加え、多様な人を惹きつけ活き活きとくらすことができる住まいと都市、

環境に配慮された住まいと都市の実現を目指すことしてございます。 

 この目標に沿って、テーマ別方針では、魅力や活力、環境、安全・安心

に関するテーマを定め、それぞれの方針を示しております。 

 地域特性別方針では、現在の方針で掲げている建て替え促進や良質な住

宅ストックの流通等の方針に加え、空き家の有効利用や都市農地の適正な

保全についての記載を追加しております。 

 続きまして、重点地区の変更内容について御説明いたします。 

 北部大阪都市計画区域では、箕面市小田原西地区をはじめ、１４地区で

事業の完了に伴い削除を行い、茨木市の太田東芝町地区と庄一丁目地区を

追加いたします。 

 また、箕面市と茨木市にまたがる国際文化公園都市地区では、土地利用

計画の見直しに伴い区域及び計画の概要の変更を行い、豊中市の庄内地区

を初め、５地区で計画の概要の変更を行います。 

 今回、追加する地区について御説明いたします。 

 茨木市の太田東芝町地区は、大規模工場跡地であり、土地利用転換を契

機として、インフラの最適化を図りながら、居住、都市機能を適切に配置

した都市づくりを促進することとしております。 

 同じく茨木市の庄一丁目地区でも、大規模工場跡地の土地利用転換を契

機とし、ＪＲ東海道本線の新駅の整備を進めていることから、周辺の住宅

に配慮した良好な市街地環境の形成を図ることとしております。 

 続きまして、東部大阪都市計画区域の変更内容を御説明いたします。 

 枚方市の牧野東地区をはじめ、１５地区を事業の完了等に伴い削除し、
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門真千石西町地区と守口市の東部地区を追加いたします。 

 また、守口市の八雲東２丁目地区の区域拡大に伴い、地区の名称を大

日・八雲東町地区に変更いたします。 

 寝屋川市の萱島地区を初め、３地区で、事業進捗等に合わせて、区域及

び計画の概要を変更し、枚方市の中宮第１地区を初め、４地区で計画の概

要を変更いたします。 

 今回、追加する地区について御説明いたします。 

 門真千石西町地区では、府営住宅建替事業等により、土地の有効利用、

住環境の改善等を図ることとしております。 

 守口市の東部地区では、道路等の地区施設の整備や木造賃貸住宅の建て

替え等の促進を図ることで、住環境を整備し、良質な住宅の供給を図るこ

ととしています。 

 続きまして、南部大阪都市計画区域の変更内容を御説明いたします。 

 羽曳野市の羽曳が丘地区を初め、２６地区を事業の完了や計画の見直し

に伴い削除し、岸和田丘陵地区では、土地利用計画の見直しに伴い区域及

び計画の概要の変更を行います。 

 また、羽曳野市の古市地区をはじめ、３地区で、事業進捗等に合わせて

計画の概要の変更を行います。 

 変更内容についての説明は以上でございます。 

 続きまして、これまでの経過について御説明いたします。 

 都市計画の案の作成に当たり、平成２９年８月７日から２週間、公述人

の募集を行ったところ、公述の申し出はございませんでした。 

 また、平成２９年１１月１３日から２週間、都市計画法第１７条に基づ

き案の縦覧を行いましたが、意見書の提出はございませんでした。 

 説明は以上でございます。 
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【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問ございますでしょうか。 

【川田 委員】  大阪市都市計画局の川田です。 

 中身に関してはこれで結構だと思うんですけど、ちょっと確認ですけど、

我々のこれからの都市計画を進める上でのことですけども、住宅市街地の

開発・整備の方針なので、法律的に言うと住宅市街地をこれからも良質な

ものを整備していこうと、そういう枠組みでつくられているんですけど、

一方で最近、農地の問題がいろいろあって、都市計画もこれから農地とい

うのは、市街化を図っていくというよりも、積極的に都市農地を保全して、

位置づけていこうということで、かなりパラダイムシフトがされてきてい

るんですけど、今回のその住宅市街地の開発・整備の方針の地域特性別方

針でも、その都市農地において、農業の安定的な継続、良好な都市環境の

形成に資する適正な保全ということでしっかり位置づけておられるという

ことは評価したいんですけど、具体的にこのいろんな都市で、いろんな住

宅市街地の開発・整備がされるんですけども、都市農地におけるこの適正

な保全というのを、都市計画的にはどういうことをお考えになられている

かというのをちょっと聞かせていただければありがたいと思います。 

【塚口 会長】  幹事のほうからお答えいただけますでしょうか。 

【幹事 高岡計画推進課長】  質問についてお答えさせていただきたい

と思います。都市農地の保全につきましては、市街化区域内におきまして、

特に保全といいますか、従前ですと開発をするような土地として位置づけ

られておりましたが、明らかに保全するというような流れになってござい

ます。その中で生産緑地地区の指定をはじめ、いろんな指定をしてござい

まして、まだ全体の仕切りができてございませんが、それぞれの方向性を

見きわめながら、特に地区のポテンシャルと、区画整理事業等々の面整備
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事業等の整合等も見ながら、地区の特性を見て、農業活動をされる方、意

欲のある方等の声も聞きながら、地域の独自性に合わせながらやらせてい

ただくというようなことで考えておるところです。場所、場所でそれぞれ

きめ細かく見ながら進めていくというようなことで考えている次第でござ

います。 

【塚口 会長】  よろしゅうございましょうか。 

【川田 委員】  大体わかるんです。そこの大阪府の都市計画部分の役

割というのはそこでどういう役割になるのかというのをもし教えていただ

けたら。 

【幹事 高岡計画推進課長】  府としての役割は、この件に限らず、広

域的な調整機能というようなことが主眼になってございます。あとは法令

上の定めとのバランスをとるというようなことが、大阪府にとっての今の

都市計画の位置づけでございますので、周辺で取り巻いております環境

等々の御説明を差し上げながらバランス調整をさせていただくというよう

なことが大阪府の課題、役割かと思ってございます。 

【幹事 柴﨑都市計画室長】  都市計画室長の柴﨑でございます。 

 大阪府の役割というお話でございましたけども、基本的にいろんな都市

計画の権限が市町村さんのほうにおりてきているといいますか、そういう

状況になっております。その中で大阪府の役割というのは、例えばいろん

な形のガイドラインをつくって、基本的なことをまずお示しした上で、そ

れぞれの地域の実情に応じた運用をしていくと、例えば、調整区域の中で

地区計画をどう打っていくか。その地区計画のガイドラインを我々つくっ

ておりますし、線引きの見直しなんかについても、こういったところの市

街化はいいけども、こういったところは逆に市街化じゃなくて、逆線のこ

とも考えていかなければならないと、今回、報告事項もございますけども、
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大きな流れを基本的な方向としてガイドラインなどでお示しさせていただ

く。その中でそれをどのように運用していくか、それぞれの地域の方のほ

うで考えていただくと。例えばこの生産緑地、今はまだいろんな議論中で

ございますし、この間生産緑地の税制の関係が新しく特定生産緑地につい

ても運用されるといいますか、税の猶予ができるという話になっておりま

すけども、そういうことも踏まえて、府全体としてどう考えるかというこ

とをまずお示しした上で、それぞれの市の中でまた御議論いただくと、そ

ういった役目を担っているものだと思っております。 

【塚口 会長】  よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。 

 どうぞ。 

【吉田 委員】  大阪府の見解を聞きたいことが一つありまして、どう

いうことかといいましたら、茨木市の場合はこの新駅を中心にして、東芝

の跡地も追手門学院が来られるということで、現実にはそのインフラが変

わってそれぞれその周辺のまちづくりをどうするかみたいなところで、一

番これからの視点として置かんといかんなと思うのは、そのいわゆる企業

の要らなくなった土地の利活用をどうするかの話で、これは待って仕事を

するのと違って、大商さんなり、商工会議所がいろんなことで情報を先取

りして持っておられたら、そういうのをきちっと情報収集していただくの

と、もう一つは、例えば企業の社宅を売ったり、いろんなことがあるかも

わかりませんが、そのまちにとって、また地域にとって一番何が必要なの

か、いわゆる次世代の人のことを考えて、例えば１０年後、このまちがど

うなっていくのかというような戦略性の高い計画を立てていく必要がある

のかなと思うんですね。 

 それからもう一方では、優良企業が出ていくことはやっぱり避けないと

いかんもんですから、これはもう地方自治体全てに言えることかもわかり
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ませんが、平素のお付き合いをどうしていくかということもやっぱり考え

ながら、密度の濃いリアルタイムの情報をいかに得ていくかということの

役割って多少なりとも連携する中で、ただ一部署でこれをやるということ

ではなくて大阪府も横断的にやっていくことが必要かなと思っているんで

すね。 

 それもですし、密集市街地のことも含めて、防災の観点からも十分考え

ていただいているんですけども、そのことも含めて、企業の要らなくなっ

た土地をどんどん放出していく中で、ややもすれば、早く儲かるもんやか

らマンション業者が買ってしまってやっていくというところが随分多くな

ってきているもんですから、そんなことを思うもんで。大阪府が今考えて

おられていることで結構ですから、何か見解があれば。 

【塚口 会長】  御見解をお聞かせいただきたいと思います。お願いし

ます。 

【幹事 柴﨑都市計画室長】  ちょっと議案から大きく離れてしまいま

すけども、我々の考え方というものをちょっと、お答えになるかどうかわ

かりませんけどもさせていただきます。 

 まず、都市計画で全ての物事が進んでいくということではなくて、やは

りこのまちづくりというのはいろいろな部局、あるいは官・民それぞれが

いろんな役割を担って良好なまちができていくものだと思っています。今、

先生がおっしゃっているその工場が抜けていく、特に優良な企業が抜けて

いくということについての非常な課題認識、それは我々ももちろん持って

おりますし、そういったことをいかになくしていくか、あるいは新たな企

業を誘致していくためにはどうしたらいいかということで、今まで我々は

そのインフラをどちらかというと提供して、その後お任せというような、

そういった流れが長い間続いていたと思うんですけれども、今後人口減少
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社会とか、あるいは都市間競争が激しくなっていく中では、そういったこ

とをちゃんと念頭に、つくった後の利活用をまず考えながらインフラをつ

くっていく、あるいはそれをより利活用していくという、そういった考え

方が非常に重要だと思っています。そういった意味で、例えば新名神です

とか、あるいは第二京阪なんかでも、つくるときからその後の跡地の活用

とか、沿線の活用についても考えているところでございます。 

 今後は、その今あるインフラを活かすやり方というものを考えないとい

けないわけで、そのためにはやはり企業様との情報交換、あるいは市町村

さんとの連携、そういったものがますます重要になってくると思っていま

す。ですので、やはりそのオール大阪といいますか、市さん、あるいは府、

あるいは民間と手を携えて、そういう都市間競争に勝っていくことが必要

で我々インフラを計画、あるいは整備していく立場では、インフラを有効

に利活用していただく、そういった姿勢でいろんな情報交換なりをしてい

きたい、そのように考えております。 

【塚口 会長】  ありがとうございました。 

【吉田 委員】  島本町で今、日立金属というところがあって、ここ今

現在６ヘクタールあるんですね、島本町が今いろんなことでどんどんマン

ションが建っていってて、日立金属までこれ全部がマンションになってし

まうと、学校を一つ建てないといけないということで、町の財政的な影響

も受けるみたいなところがあって、島本町のみで今の情報量とかいろんな

ことを考えるときに、やっぱりちょっと荷が重いところがあるかなと思っ

たりするものですから、今、企業のことを何でこれは大事やからって言っ

ているのは、今もこれちょうど東芝の跡地であるとか、あそこのエレベー

タの会社の跡地がこの話題になっているからそんなことを申し上げている

わけであって、ぜひこんなことをやっぱり大阪も先取りした形で考えてい
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っていただきたいなと思うんですよ。そんなことで、意見だけ申し上げて

おきますので。 

【塚口 会長】  ありがとうございました。 

 他に御意見、御質問はございませんでしょうか。よろしゅうございまし

ょうか。 

 それでは他に御意見、御質問がないようでありますので、表決に入りま

す。 

 まず、この３議案について一括して表決を行うことに御異議はございま

せんでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  御異議がないようですので、一括して表決を行います。 

 議第４２８号、４２９号、４３０号を原案どおり承認することについて

御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  異議がないようですので、原案どおり可決いたします。 

 次に御審議いただきますのは、議題４３１号でございます。 

 その内容について幹事に説明させます。 

 

７ 議第４３１号「東部大阪都市計画防災街区の整備の方針の変更」につ

いて 

 

【幹事 高岡計画推進課長】  議第４３１号「東部大阪都市計画防災街

区の整備の方針の変更」について御説明いたします。 

 資料１、議案書の５５ページから５９ページ、資料２、議案書資料の８

５ページから８８ページでございます。 
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 初めに、防災街区の整備の方針について御説明いたします。 

 今回の本方針の変更は、一斉見直しにより変更するものであり、道路等

の公共施設が未整備で狭小な敷地に老朽化した建築物が建ち並び、防災上

危険な密集市街地について防災に関する機能の確保と土地の合理的かつ健

全な利用を図るとともに公共施設の整備や建築物の不燃化・耐震化の促進

など、防災性向上のための取り組み方針を示すものでございます。 

 方針の構成としまして、前文に、市街地の整備の方針、別表に、特に一

体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区、いわゆる

防災再開発促進地区を定めており、その防災再開発促進地区においては、

地区の区域、整備又は開発の計画の概要を定めております。 

 策定の効果としては、国及び地方公共団体は、方針に従い、事業実施や

その他必要な措置を講ずる努力義務が生じるとともに具体的な事業の実施

の方針をあらかじめ関係権利者などに明らかにすることができます。 

 また、防災再開発促進地区の指定により、延焼等危険建築物に対する除

却の勧告等が可能となります。 

 それでは変更内容について御説明いたします。 

 本案の作成に際しては、市町村と協議・調整をした上で行っており、そ

れらを踏まえ、見直しの検討を行った結果、北部大阪及び南部大阪都市計

画区域についての変更はなく、東部大阪都市計画区域のみ変更を行うこと

となりました。 

 前文の変更はなく引き続き、建蔽率６０％以上の地域では準防火地域の

指定を原則とし、密集市街地については、防災街区整備地区計画等の活用

による安全な市街地の形成を誘導することとしております。 

 防災再開発促進地区については、住宅市街地総合整備事業の密集型や市

街地再開発事業など防災街区の整備に資する事業の導入を図ることで、都
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市の修復・再生に努めることとしております。 

 続きまして、別表の変更について御説明いたします。 

 資料２の８６ページから８７ページの新旧対照表をあわせてご覧くださ

い。 

 防災再開発促進地区は、現在７地区を指定しており、今回の見直しでは、

寝屋川市の萱島東地区をはじめ４地区で、計画の進捗に伴う文言修正や、

都市計画道路の変更等による地区の状況の変化等に合わせて、整備又は開

発の計画の概要の変更をいたします。 

 変更内容についての説明は以上でございます。 

 続きまして、これまでの経過について御説明いたします。 

 都市計画の案の作成に当たり、平成２９年８月７日から２週間、公述人

の募集を行ったところ公述の申し出はございませんでした。 

 また、平成２９年１１月１３日から２週間、案の縦覧を行いましたが、

意見書の提出はございませんでした。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問ございますでしょうか。 

 特にないようでございますので、表決に入ります。 

 議第４３１号を原案どおり承認することに御異議ございませんでしょう

か。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  異議がないようでございますので、原案どおり可決い

たします。 

 次に御審議いただきますのは、議第４３２号でございます。 

 その内容について幹事に説明をさせます。 
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８ 議第４３２号「南部大阪都市計画臨港地区の変更」について 

 

【幹事 高岡計画推進課長】  議第４３２号「南部大阪都市計画臨港地

区の変更」について御説明いたします。 

 資料１、議案書の６１ページから６３ページ、資料２、議案書資料の８

９ページから９１ページでございます。 

 臨港地区とは、都市計画法に基づく地域地区で、港湾を管理運営するた

め定めるものでございます。 

 臨港地区に関する都市計画は、港湾管理者が申し出た案に基づいて定め

るものと都市計画法に規定されております。臨港地区に指定することで、

港湾法に基づき港湾管理者は臨港地区内に分区を指定することができ、分

区が指定された区域内は用途地域等による用途規制が適用除外となり、分

区による構築物等の用途規制が行われることとなります。堺泉北港は、堺

市、高石市、泉大津市にまたがっており、そのうち、約１，７４０ヘクタ

ールに臨港地区を定めております。 

 今回、新たに埋立竣工し、土地利用が明確になった夕凪町地区の一部に

ついて、臨港地区の指定を行うものでございます。 

 夕凪町地区について、御説明いたします。 

 夕凪町地区は、堺泉北港の南端、泉大津市域にあり、土地利用を図るこ

とを目的に、公有水面埋立法に基づき造成する区域で、全域が市街化区域、

用途地域は準工業地域を指定しております。黄色の区域については、既に

臨港地区に指定しており、今回、埋立竣工し、土地利用を図る赤色の区域

について、新たに臨港地区に指定いたします。 

 現在、臨港地区に指定されている区域においては、荷さばき地、中古車

オークション会場、中古車保管ヤード、工業用地となっております。また、
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多目的緑地やメガソーラー事業用地として土地利用を行っているエリアは、

廃棄物最終処分場として維持管理が必要な管理型区画であることから、暫

定的な土地利用を行っております。 

 今回、臨港地区に指定する区域は、平成２９年１１月までに埋立竣工し

た約８．１ヘクタールの区域で、今後、一般の貨物を取り扱う用地として

土地利用を図る予定でございます。 

 なお、都市計画の決定事項ではありませんが、港湾管理者は臨港地区内

に分区を指定し、構造物の建設等を制限することができます。分区には商

港区、工業港区、マリーナ港区、修景厚生港区などの種類があり、追加す

る地区の周辺には、商港区、工業港区を指定しております。追加する地区

では、旅客または一般の貨物を取り扱わせることを目的とする商港区が、

臨港地区の変更がされた後、港湾管理者により指定される予定でございま

す。 

 次に臨港地区の変更に係る都市計画等の手続について御説明いたします。 

 港湾管理者より、都市計画法に基づき、平成２９年３月３０日付で臨港

地区の変更案の申し出を受理いたしました。これを受けて、都市計画にか

かる案を作成し、当該案について、平成２９年８月７日から２週間、公述

人の募集を行ったところ、公述の申し出はございませんでした。 

 また、平成２９年１１月１３日から２週間、案の縦覧を行いましたが、

意見書の提出はございませんでした。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問はございますでしょうか。 

 特にないようでございますね。ないようでございますので、表決に入り

ます。 
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 議第４３２号を原案どおり承認することに御異議ございませんでしょう

か。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  御異議ないようでありますので、原案どおり可決いた

します。 

 続きまして御審議いただきますのは、議第４３３号でございますが、次

の４３４号、４３５号、４３６号と、相互に関連する内容でありますので、

一括して幹事に説明をさせます。 

 

９ 議第４３３号「南部大阪都市計画道路の変更」 

  議第４３４号「南部大阪都市計画道路の変更」 

  議第４３５号「南部大阪都市計画道路の変更」 

  議第４３６号「南部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【幹事  高岡計画推進課長】   議第４３３号から議第４３６号までの

「南部大阪都市計画道路の変更」の４案件は、相互に関連がございますの

で、一括して御説明いたします。 

 議案書６５ページから７９ページ、審議会資料９３ページから１１６ペ

ージをご覧ください。 

 都市計画道路泉州山手線は、和泉市域の堺市界から、泉佐野市域の国道

４８１号までを結ぶ、延長１８．４キロメートルの広域幹線道路です。 

 また、都市計画道路大阪岸和田南海線及び大阪岸和田泉南線は、和泉市

域の高石市境から泉佐野市域の国道４８１号までを結ぶ、延長１９．５キ

ロメートルの広域幹線道路です。 

 これらは、国道２６号と国道１７０号の中間に位置し、泉州地域におけ
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る、大阪・堺方面と和歌山方面を連絡する幹線道路です。 

 そのうち、未整備区間の、泉州山手線と、大阪岸和田南海線及び大阪岸

和田泉南線について、将来交通量推計、沿線まちづくりへの寄与及び防災

機能の強化等を検討するとともに、計画の必要性や事業の実現性を評価し、

沿線市町とも協議した結果、２路線のうち、泉州山手線で対応が可能であ

ると考えております。 

 泉州山手線については、岸和田市域、貝塚市域及び熊取町域において、

車線数、幅員、構造及び名称等の計画内容を変更し、大阪岸和田南海線及

び大阪岸和田泉南線については、計画を廃止します。 

 この変更により、この地域の広域幹線道路ネットワークは、 堺市・和泉

市境から熊取町までを泉州山手線で結び、国道１７０号や、現在事業中の

大阪岸和田南海線及び国道４８１号を経由して、関西国際空港や和歌山方

面につながることとなります。 

 まず、泉州山手線とそれに関連する路線の変更内容について、御説明し

ます。 

 岸和田市域の道路構造について、８車線から、交通処理上必要な４車線

に変更するとともに、標準幅員を６５メートルから３１メートルに変更し、

名称を３・１・２０２－１号泉州山手線から、３・２・２０２－１号泉州

山手線に変更します。 

 次に、貝塚市域の道路構造について、８車線から、交通処理上必要な４

車線に変更するとともに、標準幅員を６５メートルから３１メートルに変

更し、名称を３・１・２０８－１号泉州山手線から、３・２・２０８－１

号泉州山手線に変更します。さらに、延長を精査し、約２，２１０メート

ルから約２，０９０メートルに変更します。 

 また、熊取町域の道路構造について、６車線から、交通処理上必要な４
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車線に変更するとともに、標準幅員を３２メートルから３１メートルに変

更します。 

 岸和田市域の交差構造について、大阪府が決定する岸和田中央線及び、

岸和田市が決定する久米田岡山線ほか３路線は、交差点での交通処理を再

検討した結果、平面交差での交通処理が可能であることから、立体交差を、

平面交差に変更します。 

 そのうち、岸和田市が決定する案件であります、久米田岡山線ほか３路

線の変更については、平成２９年１２月４日に開催された岸和田市都市計

画審議会にて承認されております。 

 次に、計画を廃止することとしている大阪岸和田南海線及び大阪岸和田

泉南線とそれに関連する路線の変更内容について、御説明します。 

 まず、岸和田市域の大阪岸和田南海線については、岸和田市の地域ネッ

トワークとして存続し、市にて都市計画の対応を行う路線となります。 

 貝塚市域において、３・３・２０８－５号大阪岸和田南海線を廃止する

とともに、それと交差する、大阪府が決定する貝塚中央線、和泉橋本駅東

線及び、貝塚市が決定する津田半田線ほか３路線は、大阪岸和田南海線の

廃止により、交差数が減少します。 

 そのうち、貝塚市が決定する案件であります、津田半田線ほか３路線の

変更については、平成２９年１１月１７日に開催された貝塚市都市計画審

議会にて承認されております。 

 また、泉佐野市域においては、３・３・２１３－６号大阪岸和田泉南線

及び、３・３・２１３－７号大阪岸和田泉南線を廃止します。 

 さらに、熊取町域においては、３・３・３６１－３号大阪岸和田南海線

及び、３・３・３６１－４号大阪岸和田南海線の一部区間を廃止します。 

 この案件について、昨年７月及び８月に岸和田市にて４回、貝塚市にて
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３回、泉佐野市及び熊取町にて３回地元説明会を開催しました。 

 また、８月２８日に公聴会を開催し、１名の公述がありました。 

 さらに、１０月２３日から１１月６日までの２週間、都市計画法第１７

条に基づく案の縦覧を行いましたところ、１通の意見書が提出されました。 

 公聴会における公述の要旨と大阪府の見解については、お配りした、資

料５－１に記載しております。意見書の要旨と大阪府の見解については、

お配りした、資料５－２に記載しております。 

 まず、公述の要旨は次のとおりです。 

 今回の都市計画道路区域に土地を所有しております。もともとの本件の

都市計画は昭和４６年に決定したということだが、昭和４６年のときにな

ぜ説明が無かったのか。 

 また、医療法人である七山病院の土地の水道設備で井戸水を使い、飲料

水その他生活用水全てを賄っております。この水道設備は昭和４６年以前

からここでずっと継続して、井戸から水道を引いており、入院患者あるい

は入所の方等々の水を全てこの水道設備で賄っております。 

 今回この道路により、この水道設備が使えなくなるのであれば、今回の

計画については断固反対。という意見でございます。 

 これに対する大阪府の見解は、都市計画決定の手続につきましては、都

市計画決定及び変更時の都市計画法に基づき適切に行っております。都市

計画道路泉州山手線の予定区域内にある水道設備につきましては、事業実

施の際に、公共用地の取得に伴う損失補償基準に基づき、事業者として適

切に対応することとなりますので、御理解をお願いいたします。としてお

ります。 

 次に、意見書の要旨は次のとおりであります。 

 ６年前にここ熊取町七山に家を建てました。子供がまだ小学校一年生な
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ので、せめて高校を卒業するまではこの家で過ごしたいというのが私たち

家族の本音、気持ちです。 

 これに対する府の見解は、都市計画道路泉州山手線については、大阪府

都市整備中期計画（案）において、平成３２年度までに着手することとし

ていますが、事業延長が約１０キロメートルに及ぶことから、区間を定め

て、順次、事業を実施することとしています。今後、事業実施に当たって

は、道路事業者として、地権者の皆様に、丁寧に説明しながら事業を進め

てまいりますので、御理解、御協力をお願いいたします。としております。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問はございますでしょうか。 

 特にないようでございますので表決に入りたいと思います。 

 まず、この４議案について一括して表決することに御異議はございませ

んでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  それでは、一括して表決ということにいたします。 

 議第４３３号、４３４号、４３５号及び４３６号を原案どおり承認する

ことについて御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  御異議がないようでありますので、原案どおり可決い

たします。 

 次に御審議いただきますのは、議第４３７号でございます。 

 その内容について幹事に説明をさせます。 
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１０ 議第４３７号「産業廃棄物処理施設の敷地の位置（枚方市）」につ

いて 

 

【幹事 広瀬枚方市都市整備部参事】   枚方市都市整備部参事の広瀬で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議第４３７号「産業廃棄物処理施設の敷地の位置」について、

御説明いたします。 

 資料１、議案書の８１ページから８３ページ、資料２、議案書資料の１

１７ページから１１９ページでございます。 

 本日御審議いただきます案件は、特定行政庁である枚方市が、建築基準

法第５１条ただし書きの規定に基づき、産業廃棄物処理施設の建築許可を

行うに当たり、本審議会に付議するものでございます。 

 初めに、建築基準法第５１条の規定の概要について、御説明いたします。 

 建築基準法第５１条では、卸売市場やごみ焼却場などを建築する場合に

は、周辺の環境に与える影響が大きいことから、原則的に、都市計画にお

いて敷地の位置が決定されていなければなりませんが、同条のただし書き

で、特定行政庁が、都市計画審議会の議を経て、その敷地の位置が都市計

画上支障がないと認めて許可した場合は、都市計画決定されていなくても、

建築が可能となるものでございます。 

 それでは、本案件について、御説明いたします。 

 本案件の敷地は、枚方市の中南部に位置する、市街化区域内の枚方市春

日北町２丁目でございます。 

 現在、当該敷地には、アスファルトプラントが設置されており、アスフ

ァルトや骨材等を混合し、道路の舗装工事などで使用するアスファルト合

材を製造・販売しております。 
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 今回、計画されております施設は、がれき類の破砕施設で、１日の処理

能力は７４７トンでございます。 

 本計画は、既存のアスファルト合材プラントの敷地内に、がれき類の破

砕施設を設置し、これまで外部に委託していた破砕処理を、自社で行うも

のでございます。 

 敷地面積は約７，５００平方メートル、既設建物の延べ面積は約６００

平方メートルで、赤色で示しておりますのが今回の計画建物で、延べ面積

は約４００平方メートルでございます。 

 敷地は、市道春日西町北町第１号線に接道しており、周辺の道路は、国

道３０７号、府道枚方交野寝屋川線、市道池之宮春日線が整備されており

ます。また、用途地域は工業専用地域に指定されております。 

 近接する住居系の用途地域は、南東に位置する第一種中高層住居専用地

域で、約２５０メートル離れております。 

 こちらは、敷地境界線から３００メートル程度の範囲における、建物の

用途別現況図を示したものでございます。敷地の周辺は、青色で示す工場

施設や、水色で示す倉庫などが多く立地しており、敷地の南側は農地とし

て利用されております。最も近い公益施設は、南東にございます保育園で、

敷地より約２３０メートル離れており、最も近い住宅地は、同じく南東側

で、敷地より約２５０メートル離れております。 

 次に、生活環境影響調査について御説明いたします。 

 本計画に当たりましては、並行して廃棄物の処理及び清掃に関する法律

に基づく、処理施設の設置許可申請がなされており、その手続におきまし

て、生活環境影響調査が事業者により実施されております。 

 調査項目は、施設の稼働に伴うものとして、敷地周辺の調査地点１から

４におきまして、大気質、騒音、振動の調査・分析を行っております。 
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 また、運搬車両の走行に伴うものとして、搬入出経路となる調査地点Ａ、

Ｂ、Ｃにおきまして、大気質、騒音、振動の調査・分析を行っております。 

 こちらは、影響調査の分析結果でございます。 

 施設の稼働並びに運搬車両の走行に伴う影響については、大気質・騒

音・振動、全ての項目において、予測値が環境保全目標を満たしているこ

とから、「本計画による周辺環境への影響は軽微であると評価できる」と

されております。 

 また、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく産業廃棄物処理業の

許可申請の事前の手続としまして、「枚方市産業廃棄物の不適正な処理の

防止に関する条例」に基づき、事業者が地元説明会を行うとともに、平成

２９年８月１８日から９月１７日までの間、事業計画書の縦覧を行ってお

り、意見書が１通、提出されております。 

 まず、地元説明会の質疑の主な内容とその対応でございますが、まず１

点目、「農業に悪影響を及ぼさないように排水の管理を徹底すること」に

対し、事業者からは、「敷地の外周に側溝を設置しており、油水分離槽を

経由して北側の公共雨水管へ排水する計画であり、年１回水質検査を行い、

情報公開する」と回答されております。 

 また、「騒音に対して対策を講じること」に対しましては、「工場建屋

への遮音材の使用、がれき投入部における遮音壁の設置により騒音を低減

させるとともに、年１回、騒音測定を行い、情報公開する」と回答されて

おります。 

 「運搬車両台数はどのくらい減少するのか」との質問に対しましては、

「平成２６年度の運搬車両全体では年間で約９，８００台であり、今回、

自社でがれき処理を行うことで、約３，０００台の運搬車両が削減でき

る」と回答されております。 
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 また、提出されました意見書の主な内容は、「粉塵対策を徹底するこ

と」であり、事業者からは、「粉塵対策として場内を全面舗装し、がれき

の破砕処理施設を建屋で囲い、集じん装置を設けるなど、引き続き、法令

等に基づく基準に適合させるよう管理を徹底していく」と見解を示されて

おります。 

 なお、この意見書は、「枚方市産業廃棄物の不適正な処理の防止に関す

る条例」の規定に基づき提出されたもので、意見書が提出された場合、事

業者は、それに対する見解書を当該意見書を提出した関係住民に示さなけ

ればならないと条例で規定しておりますことから、事業者において、意見

書を提出された方に十分な説明等がなされており、承諾をいただいた旨の

報告を受けております。 

 枚方市としましても、これらの意見に対し、適切な対策を講じるよう、

事業者に通知しているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問はございませんでしょうか。よろしゅうございますか。 

 御意見、御質問はないようでございますので、表決に入ります。 

 議第４３７号を原案どおり承認することについて御異議ございませんで

しょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  異議がないようでありますので、原案どおり可決いた

します。 

 続きまして御審議いただきますのは、議第４３８号でございます。 

 その内容について幹事に説明をさせます 
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１１ 議第４３８号「産業廃棄物処理施設の敷地の位置（泉大津市）」に

ついて 

 

【幹事 牧田審査指導課長】  議第４３８号「産業廃棄物処理施設の敷

地の位置（泉大津市）」につきまして御説明いたします。 

 大阪府住宅まちづくり部建築指導室審査指導課長をしております牧田で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 議案書のページですが、８５ページから８７ページ、資料につきまして

は１２１ページから１２３ページでございます。 

 本日御審議いただきます案件は、建築基準法第５１条ただし書きの規定

に基づきまして、特定行政庁である大阪府が産業廃棄物処理施設の建築許

可を行うに当たりまして、本審議会に付議するものでございます。よろし

くお願いいたします。 

 本案件の敷地ですが、泉大津市の西にあります、埋立地の泉大津フェニ

ックス内にあり、夕凪町１３番５の一部に位置します。用途地域は、準工

業地域内に指定されております。当敷地の南東約２．５キロメートルのと

ころに第２種住居地域が位置しております。また当敷地は、臨港地区内の

工業工区に指定されております。 

 施設につきましては、新設の計画でございまして、がれき類など４品目

の産業廃棄物の中間処理施設でございます。破砕機１台を設置しまして、

１日の処理能力は、コンクリートがらのがれき類が１，０６４トンでござ

います。 

 敷地面積ですが、９，９１９．２１平方メートルございまして、建築物

は、破砕施設棟などがございます。建築面積の合計ですが、１，４４３．



平成２９年度第１回大阪府都市計画審議会会議録 

 

－54－ 

４５平方メートルとなります。 

 敷地の写真でございますけども、南西方向から北東方向へ市街地を見た

写真となってございます。赤線で囲みました範囲が当敷地となっておりま

す。 

 当敷地は埋立地内の西側に位置しておりまして、敷地の北側は現在埋め

立て中でございます。 

 周辺には病院、学校などの公共施設や住宅はございません。その他の施

設としましては、太陽光発電所や自動車のヤードなどが立地しております。

なお、最も近い住宅地は本敷地より約２．５キロメートル離れたところに

ございます。 

 当敷地への廃棄物搬出入路につきましては、供用開始予定である臨港道

路汐見沖１－３号線などを経まして、大阪臨海線へ向かうルートとしてお

ります。 

 次に、生活環境影響調査でございますが、事業者からは建築基準法第５

１条の許可申請と並行いたしまして、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第１５条に基づきまして、施設の設置許可申請がなされております。その

中で生活環境影響調査が事業者により実施されております。 

 今回対象となりました調査項目ですが、騒音と振動でございます。 

 調査範囲でございますけども、当敷地の周辺には住宅が存在しない、そ

れと調査項目を施設の稼働によります騒音と振動としたことから、敷地境

界を調査範囲といたしました。ちょうど赤線で囲ったところでございます。 

 測定箇所につきましては、破砕施設と廃棄物の搬出入の入り口付近の２

カ所で行っております。 

 生活環境影響調査の結果といたしましては、施設の稼働によります騒

音・振動への影響につきまして、ともに規制基準を下回り、周辺の生活環
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境への影響は軽微とされております。 

 事業実施に際しまして、騒音発生機器を建物内において稼働させること

などによりまして、周辺への影響を回避・低減することといたしておりま

す。 

 また、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１４条に基づきます産業廃

棄物処理業の許可申請の事前手続といたしまして、大阪府循環型社会形成

推進条例に基づきまして、事業者が説明会を開催しております。平成２９

年９月１２日から１０月１１日までの期間で、事業計画書の閲覧を行いま

したが、意見書の提出はございませんでした。 

 大阪府といたしましては、生活環境保全のための措置の確実な実施と、

施設の維持管理の徹底を事業者に通知しているところでございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

【塚口 会長】  只今、幹事から説明を受けました議案につきまして、

御意見、御質問はございますでしょうか。 

 特にないようでございますので、表決に入ります。 

 議第４３８号を原案どおり承認することについて御異議ございませんで

しょうか。 

（「異議なし」の声） 

【塚口 会長】  異議がないようでありますので、原案どおり可決いた

します。 

 ここまでは審議案件でございましたが、引き続きまして、報告案件につ

いて進めてまいります。 

 第８回市街化区域及び市街化調整区域の区域区分変更についての基本方

針について、幹事から報告がございます。 
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１２ 報告案件「第８回市街化区域及び市街化調整区域の区域区分変更に

ついての基本方針」について 

 

【幹事 中村計画推進課参事】  都市計画室計画推進課参事の中村でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 「第８回市街化区域及び市街化調整区域の区域区分変更についての基本

方針」について、御説明いたします。 

 お配りしております、資料８－１、８－２をご覧ください。 

 区域区分の変更とは、先ほどの議題でも御説明いたしましたが、市街化

区域及び市街化調整区域の区分の変更のことでございます。 

 区域区分の変更は、おおむね５年に１度、市町村からの案に基づき、大

阪府が実施しております。 

 昭和４５年度に、区域区分の設定、いわゆる当初線引きを行い、その後、

７回の一斉見直し等を経て、現在に至っております。 

 区域区分変更についての基本方針とは、この区域区分の変更、いわゆる

線引き見直しにあたっての大阪府の考えをまとめたものであり、平成３２

年度に予定しております次回の一斉見直しは、本方針に基づき実施するも

のであります。 

 区域区分制度は、約５０年にわたり、大阪府の計画的な市街地の形成に、

大きな役割を果たしてまいりました。しかしながら、この間、人口減少社

会の到来、急激な高齢化の進展、厳しい財政的制約など、社会経済情勢が

大きく変化しております。 

 このような中、無秩序に新たな市街地を拡大することは、市街地の拡散

によって、人口密度の低下を招き、公共交通の衰退、都市施設の維持管理
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や福祉施設等の行政コスト増大など、さまざまな問題を引き起こすことが

懸念されております。 

 そこで、前回、第７回の方針においては、住宅系市街地の拡散を抑制す

ることとし、主要な幹線道路沿道における産業系土地利用を誘導する区域

や、市町村マスタープラン等に地域の生活拠点として位置づけられた鉄道

駅等への徒歩圏の区域における住宅系土地利用を誘導する区域について、

市街化区域へ編入することとしておりました。 

 また、市街化区域において、計画的な市街地整備の見込みがない区域を 

市街化調整区域へ編入するとしておりました。 

 今回、第８回の方針においても、引き続き、人口の減少が見込まれるこ

とから、前回の考え方を踏襲しつつ、自然災害の激甚化・広域化などの社

会情勢の変化を踏まえ、また、府において策定した大阪府国土利用計画や

市町村が策定を進めている立地適正化計画の考えなどを取り入れ、適切な

区域区分の変更を行い、良好な市街地を形成・維持することを目的として

作成いたしました。 

 第８回の方針の基本的な考え方として、まずは、現行の市街化区域にお

ける、既成市街地の再整備や低未利用地の活用等により、土地の有効活用

を図り、市街地の無秩序な拡大の抑制に努めることを基本としております。

市町村マスタープラン、立地適正化計画等との整合を図り、都市機能を集

約する区域や交通ネットワークを活用した産業立地を促進する区域につい

ては、必要最小限の区域で市街化区域へ編入することとしております。 

 また、市街化区域において、計画的な市街化の見込みがない区域等につ

いては、市街化調整区域へ編入するとしております。 

 市街化調整区域における災害のリスクが高い区域については、原則とし

て市街化区域へ編入しないものとしております。 
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 市街化区域への編入に当たっては、緑地の保全、景観配慮、緑化目標の

確保、都市農地の適切な保全に努めるものとしております。 

 市街化区域への編入を検討する区域について御説明いたします。 

 市町村マスタープラン等に位置づけられた地域の生活拠点からの徒歩圏

の区域において、または、主要な幹線道路沿道の区域における産業系の土

地利用を新たに誘導する区域において、現行の市街化区域と連担している

など、一体の市街地形成が図られる区域であり、土地区画整理事業や地区

計画等を定めることにより、新たに計画的な土地利用を誘導するものにつ

いては、新市街地として市街化区域への編入を検討するとしております。 

 また、既に土地利用が図られており、人口密度が高い区域であって、市

街化区域へ編入することにより、より良好な市街地の形成及び保全を図っ

ていくべき区域については、既成市街地として市街化区域への編入を検討

するとしております。 

 現行の市街化区域に連担していないものの、インターチェンジ、鉄道駅、

役場等の周辺などの一団の土地の区域であって、計画的な市街化が確実に

図られる区域については、飛地として市街化区域への編入を検討するとし

ております。 

 公有水面埋立法に基づく埋立免許によって、事業実施中または完了して

いる区域については、埋立地として市街化区域への編入を検討するとして

おります。 

 市街化調整区域への編入を検討する区域について御説明いたします。 

 計画的な市街化の見込みがない区域や溢水、湛水、津波、高潮等による

災害の発生のおそれがあるなど、災害リスクの高い区域について、市街化

調整区域への編入を検討するとしております。 

 基本方針の策定に当たっては、市町村への説明や意見照会、各関係機関
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との協議・調整に加え、府民意見等の募集を１２月２５日から１月２３日

まで行いました。 

 御意見としては１件ございましたが、区域区分の変更に関する御意見で

はございませんでした。 

 今後のスケジュールを御説明いたします。 

 本方針につきましては、本日、御意見をいただきました内容を踏まえま

して、今年度末に策定する予定でございます。なお、来年度以降の予定で

すが、現在のところ、策定した方針に基づき、市町村と地区の協議・調整

を行い、都市計画手続を経て、平成３２年度に第８回一斉見直しを実施す

る予定としております。 

 説明は以上でございます。 

【塚口 会長】  只今の報告案件につきまして、御質問、御意見はござ

いますでしょうか。 

 どうぞ。 

【阪口 委員】  誠に恐縮でございます。１点だけ御要望だけ申し上げ

たいのでよろしくお願い申し上げたいと思います。 

 先ほどから、いろいろと吉田先生も、また川田委員もいろいろ御意見い

ただきました。非常に市町村といたしましても頑張らないかんなと、あり

がたいエールをいただいたんかなと思って感謝しておりますけども、各先

生方も御承知のとおり、今、特に地方財政、これは大阪府さんも一緒やと

思うんですけども、少子高齢化が非常に急速に、超高齢化が進んでおりま

す。また人口減少ということも。まだ大阪の都市部は中山間地域に比べれ

ば若干緩やかでございます。しかし、確実に２０２５年というんですか、

団塊の世代が大量に後期高齢になられるというのは近いわけでありまして、

これは非常に危惧しております。 
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 何が言いたいかといいますと、もう扶助費といいまして、社会保障経費

がどんどん、どんどん上がっていまして、私が市長になった平成１５年か

らこの１４年、１５年ぐらいで２０億台だったものが今６０億になりまし

た。この間、私の高石市の一般会計予算は２００億ぐらいですけど、そし

て人件費と申しますか、職員６００人を３５０人に減らして、６０億を３

５億まで減らしましてですね、それで何とかアップアップというような状

況でございます。 

 だからこそ、僕は、吉田先生がおっしゃっていただいている、うちも臨

海コンビナートがあるんですが、５０年たちまして、プラントが大分歯抜

けになってきまして、何とか企業に新しい設備投資をということで固定資

産税を軽減いたしまして、償却資産、土地、上屋を２分の１から今３分の

１とか、防災対策やったらゼロやとかですね、とにかく一生懸命企業誘致

をしとるわけです。何とかおかげさんで企業も頑張って設備投資を進めて

くれています。何とか埋まってきているんですけども、やはり出ていく企

業もあります。これをどう確保するかって非常に大きな課題であります。 

 一方で農地の保全、うちもほとんど密集した市街地ですから、それで要

するに、何とか農地を保全しようと思って、若い人に農業経営者を育成し

ようと思ってやっています。高石産とか大阪産で、この間のなにわ農業賞

で富田林のトマト栽培の若い方がレストランと直結してトマトをつくって

いるとか、そういう方もおられ、決して、どんどん開発優先ということで

はなく、農業振興としても頑張っているつもりです。市民農園とかそうい

ったことも含めてですね。 

 しかしながら、やはり全体として先ほど冒頭申し上げましたように、国

も地方も非常に厳しい、また国も地方交付税をどんどん減らしていこうか、

先ほど申し上げました社会保障の経費がどんどん増加してくるならば自治
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体として自主財源を何とか確保したいと言えば、やはり土地を活かすしか

ないんですよ。私のところはまだしも、隣におられる松本村長さんのとこ

ろなんかはほとんど市街化調整区域でして、お気の毒な状態であります。

やはりそこらも各先生方よく考えていただいて、とにかく、そういう自主

財源を確保して、市町村として安定できる経営ができて、そしてそこに住

んでおられる住民さんの福祉・教育が確保できるようなまちづくりをぜひ

ともお願い申し上げまして、御要望とさせていただき、今後とも市町村の

意見も十分聞いていただいて、進めていただきたいと思います。よろしく

お願いします。ありがとうございました。 

【塚口 会長】  ありがとうございました。 

 ほかに御発言ございますでしょうか。 

 それでは、他にないようでございますので、報告いたしました内容につ

きましては、いただいた御意見も踏まえて、今後この見直し作業を適切に

進めていただければと思います。 

 それでは、最後になりましたが、都市公園のあり方について、幹事から

中間報告がございます。 

 

１３ 報告案件「都市計画公園のあり方について（中間報告）」について 

 

【幹事 井上公園課長】  都市計画室公園課長の井上でございます。報

告案件２つ目の「都市計画公園のあり方」につきまして中間報告をさせて

いただきます。 

 前方のスクリーンと資料９をご覧ください。 

 本件は、本審議会の御承認をいただき、「都市計画公園」が、都市・ま

ちづくりの課題改善のために、どのように積極的に活用できるかにつきま
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して、府営公園を中心に検討を進めてまいりました。 

 まず、「府営公園の意義」を明確にするため、府営公園の位置づけを整

理いたしております。 

 「みどり施策」の総合的な計画といたしまして本府が平成２１年に策定

しました、「みどりの大阪推進計画」では、「みどりの風を感じる大阪」

を実現するための、みどりのネットワークの拠点として、また、本審議会

から答申いただいた「大阪府における都市計画のあり方」では、都市づく

りの基本目標を実現するための重要な都市基盤として、それぞれ位置づけ

られています。 

 また、府営公園の成り立ちは、景勝地の保全や都市の膨張の抑制、災害

時における広域避難場所など、各時代のさまざまな社会要請を受け入れて

まいりました。 

 以上のことから整理しますと、府営公園の意義は、「各時代のさまざま

な社会要請を先導的に受け入れ、都市・まちづくりを牽引すること」と言

えます。 

 府営公園を取り巻く環境の変化につきましては、人口減少・少子高齢化

の進行や自然災害の発生リスクの高まり、ライフスタイルの多様化などを

挙げております。 

 次に、府営公園の現状と課題について御説明させていただきます。 

 府営公園は、全部で２０カ所あり、防災公園としての整備や、施設の着

実な維持、更新を進めております。また年間の来園者は、近年、増加傾向

にありますが、管理のさらなる充実や、利便性の向上といった、多様化す

るニーズへの対応、学校や地域住民、民間企業などの、多様な主体が協働

しやすい仕組みづくりなどが課題となっています。 

 以上のような府営公園の意義、取り巻く環境の変化、及び現状と課題を
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踏まえ、府営公園の基本理念を、「都市の風格を高めるみどりのネットワ

ークの拠点」と、「安全・安心で快適な暮らしを支える重要な都市基盤」

としております。 

 また、元気で魅力ある大阪の都市づくりを実現するため、府営公園の目

標像を、「大阪の魅力を高める公園」、「府民の豊かな生活を育む公園」、

「府民の安全・安心を支える公園」、「都市の自然環境を次世代に継承す

る公園」の４つとしております。 

 これらの目標像を実現するため、今後の取り組みの基本的な方針を７つ

掲げております。 

 １つ目は、 ｢公園毎の特色を活かし育み、“都市の顔”となる公園づく

り」で、例として、都市魅力を支える各公園の将来像についてマネジメン

トプランを策定することなどを挙げております。 

 ２つ目は、「民間活力を積極的に導入し、都市の活力を生み出す公園づ

くり」です。今後、より一層府営公園を活性化するためには、民間が参入

しやすい環境整備が必要ということでございます。 

 ３つ目は、「公園を柔軟に使いこなし、地域社会に貢献する公園づく

り」で、例として、地域課題やニーズに合わせて施設をコンバージョンす

ることなどを挙げております。 

 ４つ目は、「府民の命を守る公園づくり」で、例として、防災公園の整

備や防災意識の啓発などを挙げております。 

 ５つ目は、「誰もが安全・安心・快適に利用できる公園づくり」で、例

としまして、ユニバーサルデザインの推進やインバウンドにも対応した情

報発信の強化などを挙げております。 

 ６つ目は、「多様な自然と触れ合い、都市の環境を保全する公園づく

り」で、例としまして、生物多様性の重要さを学ぶ環境教育の場としての
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活用などを挙げております。 

 これらの基本方針を実現するため、「都市・まちづくりを先導し続ける

戦略的な整備・管理・運営の仕組みづくり」を７つ目の基本方針としてお

ります。具体的には、「多様な主体による自立した公園づくり」や、公正

な立場で公園の運営を評価・助言する「公共性を担保する仕組みの構築」

などを挙げております。 

 以上が、中間報告の概要でございます。 

 今後は、７つの基本方針に沿った具体的な施策について、引き続き、常

務委員会で御意見をいただき、今年夏ごろに、最終報告を取りまとめたい

と考えております。 

 説明は以上です。 

【塚口 会長】  只今の報告案件につきましては、常務委員会を取りま

とめていただいております、加我委員さんに何か補足説明がございました

らと思いますが、よろしゅうございましょうか。どうぞ。 

【加我 委員】  そうしましたら時間がございませんが一言だけ常務委

員会をお引き受けしておりますのでコメントさせていただきたいと思いま

す。 

 今般、都市計画公園が都市のまちづくりの課題解決のために、どのよう

に積極的に活動できるか、それを府営公園を中心にということで検討を進

めてございますが、府民にとっての身近な公園ということでいいますと、

すぐ目の前に街区公園があって、近隣公園があって、地区公園があって、

また市を代表する総合公園、運動公園がございます。府営公園もそうした

住区基幹公園、都市基幹公園との連携、役割をどのように図っていくかと

いうのが非常に重要だと思っています。府営公園のあり方を検討するとと

もに、それを踏まえて、これから市、また地区との連携を図ることをどの
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ようにしていけばいいのかを引き続き常務委員会のほうで検討し、進めて

まいりたいと思います。御指導、御意見等よろしくお願いします。 

【塚口 会長】  ありがとうございました。 

 他に御発言ございますでしょうか。どうぞ。 

【川田 委員】  大阪市の川田です。基本方針を見ていて非常にすばら

しいなと思ったんですが、これは御検討また議論をされているかもわから

ないですけど、また御検討いただければ幸いです。健康というんですかね、

やっぱり安心・安全というところで、府民の命というのを書いてあるんで

すけど、どっちかというと防災的な話になっているというのと、都市環境

のところで環境教育というのもありますし、自然と触れ合いとかあるんで

すけど、何かこう健康みたいなところって非常に大事になってくるのでは

ないかなと思っているので、それは子供もそうですし、我々みたいな年寄

りもですね、自然と触れ合って、健康になっていくというような、何かそ

の辺の切り口が入ればうれしいかなと思います。ちょっと意見として言わ

せていただきます。 

【塚口 会長】  ありがとうございました。 

 他にございますでしょうか。どうぞ。 

【吉田 委員】  ちょっと防災の観点から、笑い話で聞いといてもらっ

たらいいかもわからないですけど、実は北朝鮮の核兵器の問題があって、

スイスは永世中立国として各自宅にシェルターを持っているような状況で

あるので、その絶対に打たないということは、１００かゼロかというよう

な答えはないと思うんですよ。そこでやっぱり避難場所として考えていく

ならば、公園みたいな広いところはないわけであって、その地下をシェル

ターにするとか、もう将来へ向けてそんなことも考えておく必要があるの

かなというような思いがするんですね。アメリカはアメリカで既にトラン
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プ大統領もあらゆるシミュレーションをした上で、やるぞという姿勢もあ

って、どう韓半島の状況が変わってくるのかということも含めて、やっぱ

り考えておく必要があるのかなと思うんですね。これは府民の生命と財産

を守るべしみたいなところで、やっぱりここも大事なことかなと思ってい

るので、そういう視点も持っていただければありがたいなと思っておりま

す。これは意見として。 

【塚口 会長】  ありがとうございました。 

 他にございますでしょうか。 

 大分時間も押しておりますので、報告案件につきましては、このあたり

で終了したいと思いますが、只今いただきました御意見につきましては、

今後の検討に反映できるよう事務局に進めさせますので、よろしく御理解

ください。 

 以上で本日の全ての審議は終了いたしました。 

 本日御審議いただきました案件につきましては、直ちに事務局へ必要な

手続を進めさせます。 

 委員の皆様には、円滑な議事の進行に御協力をいただき、ありがとうご

ざいました。では、事務局へお返しします。 

 

１４ 閉会 

 

【司会】  長時間にわたる御審議ありがとうございました。 

 本日の御審議を踏まえ、大阪府において必要な手続きを進めてまいりま

す。 

  以上をもちまして、平成２９年度第１回大阪府都市計画審議会を閉会

させていただきます。 
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 本日はありがとうございました。 

（午前１２時１５分） 


